
　

市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
定
住
人

口
の
確
保
・
増
加
を
図
る
た
め
に
、

居
住
環
境
が
良
好
な
住
宅
と
し
て
認

定
し
た
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。
募
集
は
、
随
時
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
戸
数
・
家
賃

第
14
Ｓ
Ｙ
ビ
ル
（
国
府
２
─１
─４ 

）

※
入
居
時
期
は
４
月
以
降
で
、
礼
金
、

市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
詳
し
く
は
、
収
納
特
別
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

納
税
相
談
・
納
付
受
付

不 動 産 4件

預 貯 金 32件

合 　 計 36件

21 年度累計 504 件

﹁
税
に
つ
い
て
の
作
文
﹂
表
彰

　

国
で
は
、
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
、
中
学
生
の
時
か
ら

税
に
対
す
る
関
心
と
、
正
し
い
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

に
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
も
、
市
内
の
中
学
校
・
高
校
か
ら
多
数
の
応
募

が
あ
り
、
次
の
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

平
成
21
年
度

◆
茨
城
県
知
事
賞

八
郷
南
中
学
校
３
年 

鷹
羽 

菜
々
美

◆
土
浦
税
務
署
管
内 

納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
会
長
賞

有
明
中
学
校
１
年 

比
氣 

朋
訓

柿
岡
中
学
校
３
年 

岡
野 

由
佳

国
府
中
学
校
２
年 

岡
本 

啓
佑

城
南
中
学
校
１
年 

小
坂
部 

ひ
か
り

園
部
中
学
校
３
年 

実
方 

百
恵

◆
土
浦
税
務
署
管
内 

納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
優
秀
賞

石
岡
中
学
校
２
年 

藤
田 

雅
人

府
中
中
学
校
３
年 

横
田 

結
衣

八
郷
南
中
学
校
２
年 

池
田 

健
太
郎

中
学
生
の
部

高
校
生
の
部

●
石
岡
市
長
賞

石
岡
第
一
高
等
学
校 

２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 

剛
士

●
土
浦
税
務
署
長
賞

石
岡
第
一
高
等
学
校 

２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

里
歩

●
土
浦
税
務
署
管
内 

租
税
教
育
推

進
協
議
会
会
長
賞

石
岡
第
一
高
等
学
校 

２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木 

智
大

【
応
募
状
況
】

　

平
成
21
年
度
の
応
募
状
況
は
、
全

国
で
中
学
校
７
２
１
３
校
が
参
加

し
、
54
万
２
８
８
９
点
の
作
文
の
応

募
が
あ
り
、高
校
で
は
１
４
６
８
校
、

16
万
３
１
３
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

【
税
に
つ
い
て
の
作
文
の
趣
旨
】

　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
募
集
を

通
じ
て
、
中
学
生
の
時
か
ら
税
に
対

し
て
関
心
を
持
ち
、
税
の
種
類
、
仕

組
み
や
役
割
、
使
わ
れ
方
な
ど
を
正

し
く
理
解
し
、
税
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら

い
で
す
。
ま
た
、
大
人
に
な
っ
て
、

自
分
が
税
金
を
納
め
る
よ
う
に
な
っ

た
時
に
、
改
め
て
税
の
役
割
・
大
切

さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

市
役
所 

税
務
課
で
も
、
市
内
の

小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
た
「
租
税

教
室
」
を
開
催
し
、
租
税
教
育
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
役
所 

税
務
課 

市

民
税
担
当
へ

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

　

広
報
い
し
お
か
２
月
１
日
号
の
記

事
中
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
の

寄
付
者
の
新
見
崇
子
さ
ん
は
、
親
見

崇
子
さ
ん
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

■
お
詫
び
と
訂
正

１
月
の
差
押
件
数

戸
数

間
取
り

賃
料
（
円
）

17

２
Ｄ
Ｋ

（
49
・
５
㎡
） 

５
５
０
０
０
〜

     

５
８
０
０
０

仲
介
料
、更
新
料
は
不
要
で
す
。ま
た
、

一
定
の
収
入
基
準
以
下
の
世
帯
に
は
、

市
が
賃
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
の

で
、
市
営
住
宅
の
家
賃
程
度
の
負
担

で
入
居
で
き
ま
す
。

入
居
資
格　

次
に
該
当
す
る
世
帯
の

う
ち
、
政

※

令
月
収
が
48
万
７
０
０
０

円
以
下
で
、
現
在
所
有
し
て
い
る
住

宅
が
な
く
、
同
居
の
親
族
が
い
る
人

・
高
齢
者
世
帯

・
障
害
者
世
帯

・
子
育
て
世
帯

・
高
齢
者
同
居
世
帯 

な
ど

※
政
令
月
収
と
は･･･

年
間
所
得
金

額
の
合
計
か
ら
、
親
族
控
除
等
の
控

除
を
行
っ
た
う
え
で
月
収
入
に
換
算

す
る
こ
と
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

建
築
住
宅
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
６
５
）

中
心
市
街
地
を
元
気
に
！

市の認定賃貸住宅
　　　入居者を募集

中心市街地を元気に！

広報いしおか　№１０６　１６

暮
ら
し
の
中
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税  

だ
よ
り



21 地デジアンテナ等
整備工事（4 工区）

恋瀬
小学校
外 4 校

希）      298
予）      291
落）      283

飯島
電設工業㈱

1.15

21 地デジアンテナ等
整備工事（5 工区）

石岡
中学校
外 3 校

希）      161
予）      156
落）      152

深澤
電気工業㈱

21 地デジアンテナ等
整備工事（6 工区）

柿岡
中学校
外 2 校

希）      134
予）      132
落）      127

深澤
通信工業㈱

21 地上デジタル放送
対応アンテナ設置工事

（八郷総合支所）
柿岡

希）      186
予）      178
落）      176

㈲三輪
電機商会

21 地上デジタルテ
レビ購入（本庁舎・
分庁舎）

石岡
市役所

本・分庁舎
予）        96
落）    64.16

㈲シオタ
電器

21 単・市道 A4090 号線
街路樹剪定工事

旭台
二丁目

希）      188
予）      184
落）      175

㈱石岡
緑化土木

21 単・市道 A5568 号線
街路樹剪定工事

南台
二丁目

希）      177
予）      169
落）      163

長谷川造園

21 単・市道 A5589 号線
街路樹剪定工事

南台
三丁目

希）      161
予）      153
落）      150

杉並
造園土木㈱

21 八郷水処理センター
機器点検整備工事 根小屋

希）   1,167
予）   1,120
落）   1,080

荏原ｴﾝｼﾞﾆｱ
ﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ㈱
東関東支店

21 東成井農業集落
排水処理施設修繕工事 東成井

希）      400
予）      394
落）      370

荏原ｴﾝｼﾞﾆｱ
ﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ㈱
東関東支店

21 国補特環ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝ
ﾌﾟ設置工事 第 1 号 柿岡

希）   1,275
予）   1,254
落）   1,173

斎藤商事㈱

20 単・市道 A4252 号線
舗装工事 小井戸

希）      379
予）      367
落）      358

篠﨑建設㈱

21 単・市道 A5042 号線
舗装工事

貝地
二丁目

希）      359
予）      350
落）      340

中嶋建設㈱

21 単・市道 A3145 号線
排水整備工事

石岡
字大塚

希）      901
予）      862
落）      855

㈱吉川
工務店

21 単・市道 A0211 号線
道路改良工事 三村

希）      566
予）      558
落）      531

水研工業㈱

21 八郷総合運動公園
宅内排水設備工事 野田

希）   1,275
予）   1,212
落）   1,200

㈲塚田
埋設工事

21 単市道 B1428 号線
道路維持修繕工事 金指

希）      130
予）      127
落）      122

㈱よしみ

21 単市道 B5363 号線
排水整備工事 瓦谷

希）      452
予）      434
落）      424

㈲谷島組
土木

21 単・山崎新谷地内
排水路整備工事 山崎

希）      408
予）      388
落）      383

㈲山田土建

21 単市道 B3682 号線
排水整備工事 吉生

希）      293
予）      282
落）      278

白田建設㈲

21 交安市道 B106 号線
交通安全対策工事 小幡

希）      189
予）      185
落）      179

㈲岡崎
工務店

21 単・市道 A5641 号線
道路改良工事 高浜

希）   6,410
予）   6,192
落）   6,020

平成建設㈱ 1.29

21 石岡市水道事業
新設 1 号井改修工事 片野

希）   8,840
予）   8,540
落）   8,300

中川
理水建設㈱

1.13
21 石岡市水道事業
配水管布設替工事第 3 号 根小屋

希）11,570
予）11,130
落）10,850

白田組
土木㈱

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

入札日

21 柿岡中学校校舎
耐力度調査業務委託 柿岡 予）      755

落）      740
和田建築

設計事務所

H22
1.12

有明中学校
仮設校舎賃貸借 小塙 予）12,640

落）   8,700
東海リース㈱
水戸営業所

21 国補公下石岡第２
中継ポンプ場 施設改築
実施設計業務委託

旭台
三丁目

希）      284
予）      274
落）      220

日本上下水道
設計㈱

茨城出張所

21 下水道台帳
データベース作成業務

八郷
処理区内

予）      250
落）      240

㈱オオバ
茨城営業所

21 石岡市（八郷地区）
道路台帳補正業務委託 八郷地区 予）      296

落）      290 ㈱ GIS 関東

21 単・市道 A5234 号線
用地測量委託 北根本 予）        78

落）        54 ㈲技研昭和

21 単・市道 A4252 号線
境界杭設置委託 小井戸 予）        65

落）        43 ㈲石岡技研

21 単・根小屋地区
排水路測量設計委託 根小屋

希）      276
予）      269
落）      150

㈲つくば
スケール

21 市道 B8679 号線
（仮称）八郷・新治線

家屋事前調査業務委託
柴内 予）      194

落）      190
㈱アイワ

技研

21 市道 B6706 号線
（仮称）美野里・八郷線

補償算定業務委託
山崎 予）        80

落）        77
ホコタ設計
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱

21 市道 A3367 号線
（駅前・東ノ辻線）

補償算定業務委託
石岡 予）   1,419

落）   1,370
茨城三陽補償
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱

21 市道 A4055 号線
（村上・六軒線）

地質調査解析業務委託
東大橋 予）      331

落）      250
中川

理水建設㈱

21 市道 A3367 号線
（駅前・東ノ辻線）標準地

不動産鑑定評価業務委託
石岡 予）        70

落）        70
関東不動産
鑑定事務所

21 石岡市理科教育
備品整備事業 1

石岡
小学校
外 8 校

予）      626
落）      610 ㈱たかぎ

1.1421 石岡市理科教育
備品整備事業 2

園部
小学校
外 9 校

予）      690
落）      690

㈲イチムラ
書店

21 石岡市理科教育
備品整備事業 3

石岡
中学校
外 7 校

予）      583
落）      530 ㈲エムズ

21LED 蛍光灯交換
1 号

柿岡地内
外

予）      181
落）      170

山本
電気工事㈲

1.15

21LED 蛍光灯交換
2 号

杉並
一丁目
地内外

予）      151
落）      150 ㈲大電工

21LED 蛍光灯交換
3 号

小幡地内
外

予）      132
落）      130

㈱ダイイチ
テクノサービス

21 地デジアンテナ等
整備工事（1 工区）

石岡
小学校

外 3 施設

希）      180
予）      172
落）      171

㈲山口
電気商会

21 地デジアンテナ等
整備工事（2 工区）

関川
小学校
外４校

希）      178
予）      174
落）      169

㈲左近電気

21 地デジアンテナ等
整備工事（3 工区）

柿岡
小学校
外 4 校

希）      223
予）      212
落）      210

鈴木住研㈱
  ■問い合わせ  市役所 契約検査室 
　　　　　　　　　　☎ 23-1111（内線 433）
※水道事業の問い合わせは、水道課☎ 43-1118 まで

※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格
１月の入札結果１月の入札結果
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教
室
（
歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指
導
・

フ
ッ
化
物
塗
布
な
ど
）
の
申
し
込
み

を
随
時
、
受
け
付
け
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
10
日
（
水
）

・
午
後
１
時
45
分
～
２
時　

※
２
歳
児
母

子
歯
科
健
診

と
同
時
に
実

施
し
ま
す
。

【
定
員
】
15
人

【
対
象
】
永
久
歯
が
生
え
て
い
る
未

就
学
児

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
「
う
ま
く
眠
れ
な
い
」「
気
分
の
落

ち
込
み
が
続
い
て
い
る
」「
外
に
出

る
の
が
怖
く
て
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
る
」
な
ど
の
悩
み
で
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？ 

様
々
な
心
の
悩
み
に
つ

い
て
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
く

だ
さ
い
。（
要
予
約
）

◆ 

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

【
日
時
】
３
月
15
日
（
月
）

・
午
後
１
時
30
分
～

◆ 

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

【
日
時
】
３
月
２
日
（
火
）

・
午
後
１
時
30
分
～

● 

二
種
混
合
予
防
接
種 

●

　

乳
幼
児
期
に
受
け
た
三
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百
日
咳
）

の
追
加
接
種

【
対
象
者
】
市
内
の
小
学
６
年
生

（
平
成
９
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　

平
成
10
年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
時
期
】

・
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

● 

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種 

●

　

幼
児
期
に
受
け
た
麻
し
ん
風
し
ん

予
防
接
種
の
追
加
接
種

【
対
象
者
】

・
２
期
…
今
年
４

月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
人
（
平
成

15
年
４
月
２
日
～

平
成
16
年
４
月
１

日
生
）

・
４
期
…
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
人
（
平
成
３
年
４
月
２
日
～

平
成
４
年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
時
期
】

・
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

　

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
、
内
科
・

小
児
科
・
産
婦
人
科
な
ど
の
医
療
機

関
で
接
種
で
き
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ま
ず
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
っ
て
い
な
い
医
療
機
関
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
必
ず
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回
数
は
、
１
歳

か
ら
12
歳
の
人
は
２
回
、
そ
れ
以
外

の
人
は
１
回
で
す
。

　

接
種
費
用
は
、
全
国
一
律
で
１
回

目
接
種
が
３
６
０
０
円
、
２
回
目
接

種
が
２
５
５
０
円
（
１
回
目
と
異
な

る
医
療
機
関
の
場
合
は
３
６
０
０

円
）
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
接
種

に
か
か
る
費
用
は
、
原
則
、
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

優
先
接
種
者
（
妊
婦
・
基
礎
疾
患
を

有
す
る
人
・
１
歳
未
満
児
等
の
保
護

者
・
１
歳
か
ら
高
校
３
年
生
に
相
当

す
る
人
・
65
歳
以
上
の
人
）
を
対
象

に
接
種
費
用
の
助
成
制
度
を
実
施
し

★★

　

石
岡
地
区
の
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

★
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
は
随
時
受
付
中

★★

★
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種

★
心
の
健
康
相
談

★
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

の
解
消
の
た
め
に
生
活
習
慣
が
重
要

な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？ 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
は
、生
活
習
慣
を
見
直
し
、

工
夫
す
る
こ
と
で
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
健
康
・
栄
養
な

ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
あ
わ

せ
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

◆ 

生
活
習
慣
改
善
指
導
（
要
予
約
）

【
日
時
】
３
月
10
日
（
水
）

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

◆ 

保
健
相
談
室
（
要
予
約
）

【
日
時
】
３
月
29
日
（
月
）

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

【
会
場
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

※
日
程
が
合
わ
な
い
場
合
は
、
相
談

く
だ
さ
い
。個
別
面
談
も
可
能
で
す
。

★
接
種
は
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
に
！

　

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
）
や
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
、
乳
幼
児
期
に
受
け
た
予
防
接
種

の
追
加
接
種
と
し
て
、
免
疫
を
補
強

し
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
大
事
な

も
の
で
す
。
体
調
の
良
い
時
に
、
忘

れ
ず
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ど
ち
ら
の
予
防
接
種
も
対
象
者
に

は
平
成
21
年
４
月
に
必
要
書
類
を
郵

送
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
種
混
合
・
麻
し
ん
風
し
ん

石
岡
地
区

広報いしおか　№１０６　１８

健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
４・１
３
８
６　
FAX
２
４・４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・６
６
５
５　
FAX
４
４・１
４
９
２



★★

★
休
日
診
療
当
番
医
の

変
更
★

★★

て
い
ま
す
。
生
活
保
護
世
帯
と
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
は
全
額
、
そ
れ

以
外
の
人
は
２
０
０
０
円
（
１
回
の

み
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
、
市
内
医
療
機
関
（
一
部

市
外
を
含
む
）
は
３
月
20
日
（
土
）

ま
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は
３
月
31

日
（
水
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
保

健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
請
す
る
場
合

は
、
次
の
①
〜
④
を
持
参
し
て
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
済
証

②
領
収
書

③
口
座
の
分
か
る

も
の
（
通
帳
な
ど
）

④
認
め
印

　

な
お
、
優
先
接
種
者
以
外
で
も
生

活
保
護
世
帯
と
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
全
額
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

し
た
。
該
当
す
る
場
合
は
、
前
述
の

①
〜
④
を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
持
参

し
て
手
続
き
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
１
人
分
】

★
幸
せ
は
食
事
か
ら

小
松
菜
入
り
蒸
し
パ
ン

◆ 

作
り
方

①
小
松
菜
は
ざ
く
切
り
に
し
て
、

水
を
加
え
て
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
。

②
さ
つ
ま
い
も
は
５
㎜
角
の
さ
い

の
目
に
切
り
、
水
に
さ
ら
す
。

③
卵
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
①
と
②
と

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を
加
え
て

ま
ぜ
る
。

④
カ
ッ
プ
に
入
れ
て
10
〜
15
分
蒸
す
。

◆ 

ポ
イ
ン
ト

小
松
菜
は
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
た
後
、

１
時
間
く
ら
い
置
く
と
青
臭
み
が
ぬ

け
ま
す
。
そ
れ
で
も
気
に
な
る
と
き

は
、
熱
い
う
ち
に
シ
ナ
モ
ン
を
ふ
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
レ
シ
ピ
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ

ん
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
で
す

★
献
血
に
協
力
を
！

●
５
日
（
金
）

・
市
役
所

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
、
子
育
て
中
の
人
を
対

象
に「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」

の
精
神
で
活
動
す
る
在
宅
福
祉
（
有

償
）
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
会
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

週
１
回
、
１
時
間
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
あ
な
た
の
力
を
地
域
の
誰
か

の
た
め
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
◆
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
・

内
容

【
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
】

　

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

に
、
生
活
援
助
（
掃
除
や
買
い
物
の

手
伝
い
な
ど
）
を
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
】

　

育
児
経
験
の
あ
る
人
が
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
妊
産
婦
に
対
す

る
家
事
援
助
や
、
学
校
・
保
育
施
設

な
ど
の
開
始
前
と
終
了
後
の
預
か

り
、
学
校
・
保
育
施
設
な
ど
へ
の
送

迎
、
そ
の
他
の
育
児
援
助
活
動
を
し

ま
す
。

【
移
送
サ
ー
ビ
ス
】　

　

自
立
歩
行
困
難
な
人
の
病
院
へ
の

送
迎
を
し
ま
す
。

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
所
持
と

３
月
末
に
実
施
予
定
の
認
定
運
転
者

講
習
会
受
講
が
条
件
で
す
。

◆
活
動
時
間　

・
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
で
、
活
動

可
能
な
時
間
。
た
だ
し
、
午
前
７
時

〜
９
時
と
午
後
５
時
〜
７
時
は
、
時

間
外
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

◆
協
力
料
金　

・
１
時
間 

６
０
０
円

　
　
（
時
間
外
は
３
０
０
円
増
）

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

 

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
石
岡
本
所　

☎
２
２
・
３
０
４
５

・
八
郷
支
所　

☎
３
６
・
４
３
１
１

在
宅
福
祉
（
有
償
）
サ
ー
ビ
ス

協
力
会
員
を
募
集
！

　

広
報
い
し
お
か
２
月
15
日
号
の

「
休
日
診
療
当
番
医
（
外
科
）」
が

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

３
月
14
日（
日
）
山
王
台
病
院

☎
２
６
・
３
１
３
０

３
月
21
日（
日
）
石
岡
循
環
器
科
脳
神

経
外
科
病
院

☎
５
８
・
５
２
１
１

３
月
22
日（
月
）
渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
２
６
・
７
６
３
３

エ
ネ
ル
ギ
ー
71
㎉
、
塩
分
０
・
２
ｇ

◆ 

材
料
【
約
15
個
分
】

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
２
０
０

ｇ
・
小
松
菜
１
５
０
ｇ
・
卵
１
個
・

さ
つ
ま
い
も
小
１
本
・
水
１
２
０
ml

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
24
日
（
水
）

・
八
郷
総
合
支
所

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
カ
ド
ヤ
八
郷
店

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
31
日
（
水
）

・
ジ
ャ
ス
コ
石
岡
店

　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　

午
後
１
時
〜
４
時

１９　 広報いしおか　№１０６



近
年
の
調
査
成
果
か
ら

 シリーズ　�
文化振興課

　

石
岡
地
区
府
中
の
国
分
寺
は
、
奈

良
時
代
に
作
ら
れ
た「
常
陸
国
分
寺
」

の
跡
地
に
あ
た
り
、
境
内
に
は
当
時

の
礎
石
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
開
発
に
先
立
ち
、
境

内
の
一
部
の
試
掘
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
実
は
こ
の
場
所
は
、
昭
和
56
年

の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
門
か
ら
金
堂

へ
と
続
く
わ
た
り
廊
下
「
回
廊
」
の

存
在
が
確
認
さ
れ
た
場
所
に
あ
た
り

ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
予
想
通
り
、
回
廊

の
基
礎
工
事
で
あ
る
「
掘ほ

り
こ
み
ち
ぎ
ょ
う

込
地
業
」

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
盤
を
強
化
す
る
た
め
に

地
面
を
い
っ
た
ん
掘
り
下
げ
、
そ
の

内
部
を
突
き
固
め
な
が
ら
埋
め
戻
す

と
い
う
地
盤
改
良
工
事
に
あ
た
り
ま

す
。
常
陸
国
分
寺
の
回
廊
の
場
合
、

地
面
を
70
㎝
以
上
も
掘
り
下
げ
、
褐

色
土
と
黒
色
土
を
数
㎝
ず
つ
交
互
に

突
き
固
め
る
「
版は

ん
ち
く築
」
と
い
う
工
法

で
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
予
想
と
は
異
な
る
発
見 常

陸
国
分
寺
跡
の

　
　
　
　
　「回か

い
ろ
う廊
」

石
岡
市
国
府
３-

１-

16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
市
営
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

☆ 

３
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
☆

　

折
り
紙
教
室　

27
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　

   

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～

　

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

 　

                   

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～

　

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～

　

ち
り
め
ん
小
物
づ
く
り

       　

   

13
日
・
20
日
（
土
）　

午
後
１
時
～
４
時

   

お
は
な
し
な
あ
に　

13
日
（
土
）　

午
後
２
時
～

　

自
分
に
向
い
て
い
る
仕
事
、
転
職
、
今
の
職
場

で
の
自
分
の
評
価
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
方
、
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
就
職
の
斡
旋
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

日
時　

３
月
５
日
・
12
日
・
26
日
の
金
曜
日

　
　
　

各
日
と
も
午
後
６
時
～
（
要
予
約
）

※
予
約
後
で
も
、
日
程
の
変
更
が
で
き
ま
す
。

「
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

「
い
し
お
か
の
風
と
土
」
作
品
展

３
月
13
日
（
土
）
午
後
～
28
日
（
日
）
正
午

デ
ジ
カ
メ
教
室

　

デ
ジ
カ
メ
で
写
真
を
撮
っ
た
け
れ
ど
ど
う
し

て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
人
、
デ
ジ
カ
メ
の
基
本

操
作
と
画
像
処
理
を
学
ん
で
見
ま
せ
ん
か
？ 

も
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
回
廊
の
幅

は
７
ｍ
程
で
、
単た

ん
ろ
う廊
と
い
う
一
車
線

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
確
認
し
た
回
廊
の
幅

は
９
ｍ
以
上
。
二
車
線
の
複ふ

く
ろ
う廊
で
あ

っ
た
と
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
今
回
の

幅
と
一
致
す
る
の
で
す
。

　

常
陸
国
分
寺
の
規
模
は
、
全
国
最

大
規
模
の
陸
奥
国
（
東
北
地
方
）
や

武
蔵
国
（
埼
玉
県
・
東
京
都
）
に
匹

敵
し
ま
す
。
そ
の
規
模
に
ふ
さ
わ
し

く
、
回
廊
も
よ
り
立
派
な
複
廊
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
前
回
の

調
査
か
ら
28
年
、
常
陸
国
分
寺
の
実

像
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 回廊の地盤改良工事の様子

石
岡
の
風
景
・
街
の
人
・
お

ま
つ
り
な
ど
の
写
真
を
展
示

し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
発
見
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
学
習
し
た
内
容
を
グ
ル
ー

プ
で
発
表
し
ま
す
。

日
時　

３
月
６
日
（
土
）　

午
後
２
時
～
４
時

｢

市
内
の
小
中
学
校
の

　
　生
徒
に
よ
る
総
合
学
習
の
発
表｣

パ
ソ
コ
ン
教
室

　

春
に
向
け
て
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
、
あ
な
た
…
…
。
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
ま
せ

ん
か
！　

個
別
指
導
し
ま
す
。（
要
予
約
）

❶
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://business1

.plala.or.jp/
m

atikado/

）
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

❷
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
の
所
を
ど
こ
で

も
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
お
ま
つ
り
、

音
楽
祭
の
ビ
デ
オ
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
23
日
（
火
）　

午
後
１
時
～
３
時

定
員　

４
名　
　

受
講
料　

１
０
０
０
円
（
要
予
約
）

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

日
時　

３
月
28
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時　

広報いしおか　№１０６　２０
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図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
３
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
６
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

《
３
月
の
お
は
な
し
会
》

・
20
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

中
央
公
民
館 

和
室

《
３
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
13
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
程
度
で
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
》

        

＝
入
場
無
料
＝

　

県
立
歴
史
館
か
ら
講
師
を
招
き
、

水
戸
藩
第
二
代
藩
主
徳
川
光
圀
の
生

涯
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

３
月
13
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
会
場　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

◆
講
師　

櫻
井 

明 

氏

　
　
　
　
（
県
立
歴
史
館
）

◆
テ
ー
マ　

      「
水
戸
黄
門 

徳
川
光
圀
の
生
涯
」

◆
対
象　

一
般

《
春
の
え
い
が
会
を
実
施
》

　
　

＝
入
場
無
料
＝

【休　館　日】

  1・ 8

    15

21～23

25・29

３  月 ４  月
  5・12

19・26

29 

 

　

幼
児
・
児
童
を
対
象
と
し
た
映
画

会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
上
映
時
間
50
分
）

　
　

 

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

◆
日
時　

３
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
10
分
〜

◆
会
場　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

　

最
近
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
を

紛
失
し
て
、
再
発
行
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
図
書
な
ど
を
借
り
る
時

や
予
約
の
際
に
必
ず
カ
ー
ド
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
再
発
行
し
た
後
で
前
の

カ
ー
ド
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
古

い
カ
ー
ド
を
図
書
館
へ
返
却
願
い
ま

す
。

《
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
》

　

図
書
は
、
返
却
期
限
内
で
予
約
が

入
っ
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
１
度

だ
け
期
間
を
延
長
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。延
長
を
希
望
す
る
場
合
は
、

必
ず
図
書
を
持
参
し
て
、
返
却
す
る

前
に
カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

図
書
を
返
却
し
て
か
ら
の
延
長
や

電
話
で
の
延
長
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

理
解
の
う
え
、
協
力
願
い
ま
す
。

《
図
書
の
貸
出
延
長
》

　
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
が
あ
れ

ば
、
中
央
・
東
地
区
・
城
南
地
区
の

各
公
民
館
の
図
書
室
で
も
貸
し
出
し

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
図
書
館
に
行
か
な
く

て
も
、
各
公
民
館
図
書
室
に
中
央
図

書
館
所
蔵
の
図
書
を
取
り
寄
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ

さ
い
。

※
詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
は
図

書
室
で
も
使
え
ま
す
》

● 

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
２
４
０
）

＝ 

ア
イ
ヌ
の
人
々 

＝

日
本
の
中
の
少
数
民
族

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
未
だ
に
ア
イ
ヌ
の

人
々
に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
な

さ
れ
ず
、
様
々
な
偏
見
や
差
別
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
解
決
へ
の
道
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
少
数
民
族
で
あ

る
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
独
自
の
文

化
・
伝
統
を
尊
重
す
る
心
を
磨
く

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
も

随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
古
く
か
ら
北

海
道
を
中
心
に
サ
ハ
リ
ン
、
千
島

列
島
な
ど
に
住
ん
で
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
以
降
は
政
府
に
よ
る

大
々
的
な
「
同
化
政
策
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
イ

ヌ
の
人
々
の
独
自
の
文
化
や
伝
統

な
ど
が
失
わ
れ
、
民
族
と
し
て
の

誇
り
を
奪
わ
れ
る
結
果
を
招
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
中
心

に
民
俗
の
誇
り
を
取
り
戻
す
動
き

が
起
こ
り
、
時
代
と
と
も
に
発
展

し
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
９
年
５

月
、
そ
れ
ま
で
ア
イ
ヌ
の
人
々
の

生
活
な
ど
を
規
定
し
て
い
た
法

律
、「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」（
明

冶
32
年
制
定
）
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
「
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び

に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知

識
の
普
及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法

律
」（
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
）
が

２１　 広報いしおか　№１０６

 

■ 

人
権
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト 

⑫ 

■　



に
あ
た
る
20
代
後
半
か
ら
30
代
後

半
は
、
率
が
低
く
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
仕
事
と
家
庭
に
関
す
る
男
女

の
意
識
変
革
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま

す
。
女
性
が
様
々
な
分
野
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
は
、
本
人
に

と
っ
て
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
社
会
の
元
気
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

働
き
た
い
、
起
業
し
た
い
、
地
域

活
動
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い

な
ど
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
け
れ
ど

何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
か
、
ど
こ
に

相
談
す
れ
ば
い
い
か
悩
ん
で
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
く

だ
さ
い
。

■
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
サ
イ
ト
」
で
は
、「
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
」「
起
業
」「
育
児
介
護
」

　

国
で
は
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
で

一
旦
就
業
を
中
断
し
た
女
性
が
、
再

就
職
・
起
業
な
ど
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、「
女

性
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、

❶
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
地
域

環
境
づ
く
り

❷
学
習
・
能
力
開
発
支
援

❸
再
就
職
支
援

❹
起
業
支
援
お
よ
び
社
会
参
加
の

促
進

❺
国
に
お
け
る
総
合
的
な
情
報
提

供
・
調
査 

な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
国
や
県
な
ど

の
関
係
機
関
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

策
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
労
働
力
率
は
、
子
育
て
期

【
事
例
１
】
長
年
使
い
慣
れ
た
圧
力

鍋
で
調
理
を
し
て
い
た
ら
、
突
然
ふ

た
が
外
れ
て
飛
び
上
が
り
、
換
気
扇

を
直
撃
し
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
事
例
２
】
ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の

ガ
ラ
ス
管
が
突
然
破
裂
し
て
、
破
片

で
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
焦
げ
つ
い
た
。

◆
製
品
事
故
が
生
じ
た
ら
！

・
製
品
は
も
ち
ろ
ん
、
で
き
れ
ば
事

故
現
場
を
写
真
な
ど
に
撮
っ
て
お
き

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
見
に
き
て
も
ら
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
発
火
な
ど
で
火
災
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
消
防
署
に
も
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

・
必
ず
メ
ー
カ
ー
、
販
売
店
、
輸

入
業
者
な
ど
に
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

メ
ー
カ
ー
が
回
収
、
無
償
修
理
を
し

て
い
る
製
品
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
製
造
物
責
任
法
（
Ｐ
Ｌ
法
）

　

製
造
物
の
欠
陥
に
よ
り
生
命
、
身

体
、
ま
た
は
財
産
上
の
被
害
を
受
け

た
時
は
、
製
造
業
者
な
ど
に
対
し
て

損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
圧
力
鍋
や
ハ
ロ

ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー
に
欠
陥
が
あ
る
こ

と
、
こ
れ
に
よ
り
換
気
扇
が
壊
れ
た

り
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
焦
げ
た
こ
と
を

立
証
す
れ
ば
、
そ
の
損
害
賠
償
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法

　

製
品
事
故
の
再
発
防
止
な
ど
、
私

た
ち
の
く
ら
し
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
に
平
成
19
年
５
月
に
改
正
、

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

・
死
亡
、
重
傷
病
事
故
、
火
災
、
一

酸
化
炭
素
中
毒
事
故
な
ど
の
重
大
な

製
品
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
メ
ー

カ
ー
や
輸
入
業
者
は
国
に
そ
の
事
故

情
報
を
「
報
告
す
る
義
務
」
が
あ
り

ま
す
。

・
国
は
重
大
な
製
品
事
故
情
報
を
随

時
「
公
表
」
し
ま
す
。

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

突
然
�
製
品
事
故
が
起
き
た
ら
!!

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

ハーモニーコーナー

か
が
や

き
の　
未来を拓

ひら

く

　男
ひ
と
と
女 ひ
と

女
性
の
再
チ
�
レ
ン
ジ
を

　
　
　
　
　 

応
援
し
ま
す

あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
社
会
の
元
気
に
！

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

＊
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
3
月
23
日
（
火
））

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の

 
 
 
 

困
り
ご
と
相
談

午後1時30分
　　　　　  ～4時

な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、
支
援
機
関

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
例
、
地
域
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
情
報
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

    h
ttp
://w
w
w
.gen
der.go.jp

/

e-ch
allen

ge/

■
県
女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支

援
室
で
は
、
様
々
な
分
野
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
新
し
い
可
能
性
を
切
り
開

い
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
人
を
応
援

す
る
た
め
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
員
と
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
き
め
細
か
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
い

ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共

同
参
画
支
援
室
へ

☎
０
２
９
・
２
３
３
・
３
９
８
２

受
付
日
時　

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
サ
イ
ト

    http://w
w
w
.challenge.pref.

ibaraki.jp/

HPHP

※
リ
コ
ー
ル
対
象
商
品
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
ナ
イ
ト
（
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）、
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
、
経
済
産
業
省
な
ど
）

広報いしおか　№１０６　２２



　
　俚

　
　謡　

総　

社　

鈴
木　

虚
心

風
の
寒
さ
の

　田
圃
で
摘
ん
だ

　芹
の
苦
味
は

　春
の
味

下　

林　

白
田　

正
源

肌
の
温
み
が

　伝
わ
る
傘
に

　町
を
最
合
で

　行
く
二
人　
　
　

国　

府　

篠
原
美
千
代

母
に
合
わ
せ
て

　付
い
て
く
歩
幅

　先
ず
は
目
出
度
い

　伊
勢
参
り

下　

林　

白
井
冨
喜
江

母
の
安
堵
の

　尽
き
な
い
笑
み
に

　待
っ
た
契
り
の

　祝
い
酒

杉　

並　

助
川　

浩
史

梯は
し
ご子

登
っ
て

　突
き
出
す
体

　町
に
出
初
め
の

　粋
な
技　
　
　

石　

岡　

貝
泉
庵
八
十
三

夢
と
願
い
は

　山
程
あ
る
に

　寒
波
吹
き
消
す

　初
詣

東
石
岡　

小
野　

芋
子

孫
も
お
バ
バ
も

　マ
ス
ク
を
掛
け
て

　願
い
新
た
な

　初
詣

下　

林　

加
藤　

弥
生

越
え
た
苦
労
も

　微
塵
も
見
せ
ず

　客
を
持
て
成
す

　寅
の
春

下　

林　

額
賀　

力
江

真
に
実
の
あ
る

　政
治
を
望
み

　

　搗つ

い
て
丸
め
た

　初は

る春
の
餅

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

話
上
手
に

　つ
い
乗
せ
ら
れ
て

　

　マ
マ
も
酔
っ
て
る

　い
い
お
酒

わ
が
背
丈
越
え
亡
き
娘
に
似
た
り

貝　

地　

鳥
羽　

孝

高
野
山
生
死
別
な
く
同
期
の
名
刻

み
し
墓
に
絆
の
強
さ

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

磯
前
の
社
に
立
ち
て
望
む
海
涯
な

き
碧
は
外
つ
国
へ
つ
づ
く

茨　

城　

鈴
木　

緑

七
度
の
と
ら
年
め
ぐ
り
み
じ
か
日

に
き
ざ
む
余
生
の
賀
状
し
た
た
む

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

犬
と
わ
れ
影
先
立
て
て
新

に
ひ
ど
し年

の
朝
の

ひ
か
り
受
け
つ
つ
歩
む

国　

府　

太
田　

緑

旧
姓
を
聞
け
ば
昔
の
教
室
の
制
服
姿

思
ひ
浮
か
べ
り

山　

崎　

鈴
木　

君
江

時
を
打
つ
音
に
も
急
か
さ
れ
散
歩

を
と
待
ち
受
け
る
犬
を
連
れ
て
野

道
へ

柴　

内　

羽
生　

俊

落
ち
つ
か
ぬ
政
治
変
動
良
い
年
に
な

る
や
と
不
安
そ
し
て
余
生
は

東
成
井　

小
島　

せ
ん

初
め
て
の
正
月
迎
え
る
み
ど
り
児

に
幸
多
か
れ
と
元
旦
の
願
い

山　

崎　

荒
井　

幸
子

こ
ん
な
に
も
命
は
熱
い
と
娘
言
ふ
従

妹
が
産
み
た
る
み
ど
り
ご
抱
き
て

　
　

東
光
台　

野
村　

洋
子

生
き
ゆ
く
は
二
人
で
一
人
福
寿
草

府　

中　

赤
津
美
智
子

あ
ら
玉
の
静
け
さ
に
あ
り
床
の
松

茨　

城　

伊
藤　

誠

や
わ
ら
か
き
陽
を
賜
り
て
初
詣

井　

関　

坂
本　

ふ
く

着
ぶ
く
れ
て
吾
が
身
が
ま
ま
に
な

ら
ぬ
朝

大
谷
津　

大
関　

ひ
さ

生
涯
は
す
で
に
晩
年
初
景
色

高　

浜　

羽
生
つ
た
え

お
手
玉
の
二
人
仲
良
し
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
こ

柿　

岡　

松
田
と
く
子

今
日
は
こ
れ
明
日
は
あ
れ
よ
と
年

用
意

瓦　

谷　

鈴
木　

浦
子

参
拝
の
人
ら
し
小
さ
き
焚
火
あ
と

川　

又　

川
又　

渓
二

滝
不
動
ま
で
の
凍
て
道
攀
じ
上の

ぼ

る

片　

野　

綿
引　

鼓
峰

涸
れ
滝
と
言
ひ
ど
も
音
を
奏
で
お
り

文
芸
い
し
お
か

文
化
協
会
だ
よ
り

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
約
一
か
月

間
、
市
文
化
協
会
主
催
で
市
民
会
館

や
各
地
区
公
民
館
で
開
催
し
た
「
第

42
回
石
岡
市
文
化
祭
」
に
、
多
く
の

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

●
俳
句
大
会 

●
短
歌
大
会

●
俚
謡
大
会 

●
三
曲
演
奏
大
会

●
民
謡
舞
踊
文
化
の
祭
典

●
盆
栽
展 

●
菊
花
展

●
ビ
デ
オ
作
品 

●
大
正
琴
発
表
会

●
石
岡
囃
子
連
合
保
存
会
発
表
会

●
日
本
舞
踊
発
表
会 

●
合
唱
祭

●
子
ど
も
劇
場
人
形
劇

●
囲
碁
大
会 

●
か
る
た
大
会

●
吟
詠
詩
舞
連
合
会 

●
将
棋
大
会

※
市
文
化
協
会
で
は
、
一
緒
に
活
動

す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
３
）

    

市
民
ず
い
ひ
つ

　

国
分
寺
の
建
立
年
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

石
岡
市
が
「
歴
史
の
里
」
を
称
し
て

い
る
理
由
は
舟
塚
山
古
墳
と
常
陸
国
府
、

国
分
僧
寺
・
同
尼
寺
の
遺
構
に
由
来
す

る
の
だ
と
思
う
。
国
分
寺
は
六
十
何
か

所
に
建
て
ら
れ
、
遺
構
の
現
存
は
僧
寺

が
三
十
八
か
所
で
、
尼
寺
は
九
か
所
し

か
な
い
が
、
石
岡
に
は
両
方
が
あ
り
国

の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

国
分
寺
建
立
の
詔
は
天
平
十
三
年

（
七
四
一
）
三
月
二
十
四
日
に
出
さ
れ

た
と
す
る
の
が
定
説
で
あ
る
が
、
歴
史

学
者
の
間
で
は
他
の
史
料
と
の
関
係
か

ら
こ
れ
を
「
二
月
十
四
日
」
の
誤
記
と

し
、別
に
「
天
平
九
年
（
七
三
七
）
説
」

も
あ
る
。（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に

天
平
九
年
の
も
の
が
あ
る
）

　

確
か
に
天
平
九
年
に
仏
像
を
造
ら
せ
、

十
二
年
に
七
重
塔
を
建
て
さ
せ
て
か
ら

国
分
寺
造
営
を
命
じ
る
の
は
不
自
然
で
あ

り
、
十
三
年
は
「
金
光
明
四
天
王
護
国
之

寺
、
法
華
滅
罪
之
寺
に
区
分
し
管
理
を
定

め
た
年
」
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
説

に
頷
け
る
。

　

石
岡
市
史
に
も
国
分
寺
造
営
工
事
は

進
ま
ず
役
人
が
苦
労
し
た
記
録
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
一
番
に
苦
し
め
ら
れ

た
の
は
工
事
に
駆
り
出
さ
れ
た
庶
民
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
霊
に
報
い
る
た
め
に

も
記
録
は
歴
史
と
し
て
正
確
に
伝
わ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

俳

　
　句

北
府
中　

梶
山
サ
ヨ
子

幼
な
日
に
ま
つ
は
り
泣
き
し
孫
娘

 

短

　
　歌

２３　 広報いしおか　№１０４



　

わが家のアイドル

　　　　　　　　　　　　　上　曽
ごはんが大好きなじゅんちゃん。
ひとりで上手に食べられます。
パパとママから　元気で優しい子に
育ってね♥　

▲  髙橋　純之介ちゃん      （１歳９か月）

　　　　　　　　　　　　　石　岡
おもちゃで遊ぶのが大好き！毎日元
気に足をバタバタ動かしています。
パパとママから　強く優しく育って
ね♥　

吉
よしかわ

川　琉
る い

生ちゃん 　　　　 （４か月）

▲

  

　わが家のアイドル（小学生未満）
を募集しています！お子さんの成長
の記念にいかがですか？
　掲載を希望する人は、市役所 秘
書広聴課へ連絡ください。
　            ● 問い合わせ 
　　　　    市役所 秘書広聴課
　　　　    ☎ 23-1111（内線 213）

いしおかフォトコンテスト

  

平
成
21
年
度 

入
賞
作
品

　
　

最
優
秀
賞
に
藤
田 

博
さ
ん
（
龍
ヶ
崎
市
）

　

２
月
１
日
、
八
郷
総
合
支
所
に
お
い
て
「
平
成

21
年
度
い
し
お
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査

が
行
わ
れ
、
藤
田 

博
さ
ん
（
龍
ヶ
崎
市
）
の
『
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
』
が
最
優
秀
賞
（
茨
城
県
知
事
賞
）

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
お
ま
つ
り
部
門
を
は
じ
め
と
す
る
三

つ
の
部
門
に
、
市
内
外
か
ら
１
３
０
人
、
５
１
３

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
作
品
は
、
ど
れ

も
四
季
を
通
じ
た
石
岡
市
の
魅
力
溢あ

ふ
れ
る
一
瞬
を

と
ら
え
た
秀
作
ば
か
り
で
す
。入
賞
し
た
34
作
品
は
、

今
後
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
広

く
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
次
の
日
程
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
鑑
賞

し
て
く
だ
さ
い
。三
部
門
の
入
賞
作
品
の
う
ち
、

市
長
賞
の
み
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　場　　　所 　　　期　　　　　　間
市役所
１階ロビー ３月６日（土）～ 12 日（金）

県庁
11 階アトリウム ３月 15 日（月）～ 22 日（月）

八郷総合支所
１階ロビー

３月 23 日（火）～
　　　　　　4 月６日（火）

八郷商工会館
1 階物産展示室

４月７日（水）～
　　　　　5 月 28 日（金）

★ 作品展示場所・日時 ★

■ 

問
い
合
わ
せ

 　

市
役
所 

商
工
観
光
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
４
１
４
）

最優秀賞（茨城県知事賞）　
『フラワーロード』 藤田　博（龍ヶ崎市）

★ 

市
長
賞
作
品
（
敬
称
略
）
★

・
観
光
部
門

　
『
花
咲
く
頃
』

　
　

額
賀 

好
光
（
石
岡
市
）

・
お
ま
つ
り
部
門

　
『
里
は
祭
り
日
』

　
　

藤
田 

博
（
龍
ヶ
崎
市
）

・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
・
常
陸
風

土
記
の
丘
部
門

　
『
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
竹
林
』

　
　

岩
渕 

正
美
（
桜
川
市
）

※土日・祝日を除く

● 5 月 29 日以降は朝日里山学校に展示します。
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